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アメリカの漢語学習の環境と課題
一 南加州の大学を中心として一
黄   名 時
は じ め に
これまで米国では,戦後一貫して台湾系華人
の勢力が圧倒的であったが,ここ十数年来,中
国本土勢が急激に力をつけてきており,米国華
入社会の勢力図にも異変が起き,主役が入れ替
わりつつあると伝えられる。
十年の文革を経た中国では,1978年より改
革。開放政策が実施された後,実質的には1980
年代に入ってから海外へ積極的に移民・留学す
る者が年々増え,いわゆる出国熱が湧き起こっ
た。1989年の天安門事件のため,一時期出国熱
が抑制され鎮静化したものの,1990年代には再
度高まり,いっそう加速化して現在に至ってい
る。多くの中国人が海外へ出国したが,その渡
航 。移民・留学などの行き先の筆頭に挙げられ
るのが `自由の国'アメリカであり,アメリカヘ
行くことが多くの海外出国希望組の夢であり,
現在もそのような状態がつづいている。
アメリカの幸人人口は,過去 30年間の統計
によれば,1970年43万人,1980年80万人,
1990年160万人であった。1997年時点の推計
で200万人以上とされるが,これは大まかな数
字であり,米国在住中国人。中国系人の実数は
これをはるかに上回るものと思われる。十年毎
に倍増の勢いで伸びており, また近年の激増の
様相から,2000年4月に行われる米人口統計局
の調査で,或いは幸人人口が300万人に達する
ということも予想されよう。
米国在住華人は伝統的に子弟教育に熱心であ
り,とりわけ漢語と中国イ7:統文化を授けるため,
現地開設の中国人学校である `中華学校'へ子
女を入れる父母が多い。近年の在米幸人の急増
により,華人は中華学校に対し大きな期待を寄
せており,その存在意義は益々大きくなってい
る。統計報告によると,全米の中華学校の生徒
数はすでに10万人近 くにまで増加している。
とりわけ近年の特徴として,中日本t出身の華
人が曝発的に増大したことにより,ここ数年来,
大陸系幸人の設立する中幸学校が急速に増えて
おり,その勢いはこれまでの台湾系の中華学校
に伍するほどに拡大している。
上述の如く,20数年来の改革。開放政策の実
施によって多数の大陸系中国人が米国へ渡り,
華人人11が激増したが,一方,この政策の実施
に伴い,中日本土におけるビジネスチャンスが
拡大し,米国企業の中国本土・台湾・香港など
中国語圏市場への進出がそれまでに比して急激
に加速した。さらに,香港・マカオの植民地の
中国への返還にともない,ここ数年来,香港・
マカオでは従来の英語などにかわって漢語学習
の必要性と重要性が認識され,漢語学習熱が高
まってきている。これに呼応するかの如く,米
国在住華人の間でも漢語共通語の学習熱がいっ
そう強まっている。在米華人の激増,米国企業
の中国進出によるビジネスチャンスの拡大,お
よび香港・マカオの中国への返還にともなう漢
語学習の必要性など, このような要因により過
去数年来,米国の大学においても漢語の履修希
望学生の爆発的増加が見られる。その中でも特
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に華入学生の履修希望者が多く,中華学校で漢
語教育を受けた華人子弟が米国の大学キャンパ
ス内で大きな影響力をもつに至っている。今日,
米国の大学の漢語教育プログラムは,この新た
な情勢に対応するべく教育体制の調整が図られ
ている。
小稿では,筆者の米国における学校調査およ
び現地入手の資料等に基づき,南カリフォルニ
アにおける中華学校の近年の動向を検討し叱
つづいて米国の大学における漢語の学習環境と
その教育実情および現有の課題などを中心にそ
の具体的状況を考察し,以って今後の米国の漢
語学習を展望するとともに,併せて我々の漢語
教育を考える一助としたい。
二 中文学校の漢語教育の動向
米国の華人子弟の漢語教育は一般に `華語教
育'と称せられるが,中華学校は全米各地に広
く分布しており,漢語教育のなかでも特殊かつ
重要な位置を占めている。生徒はそのほとんど
が華僑・華人の子弟であり,小中学・高校や大
学および専門学校・社会入講座・語学教室など
の漢語教育とは大きく異なる。
東南アジアには `華文学校'と称せられる中
華学校が開設されているが,この種の幸文学校
の教育では漢語以外に基礎教育科目および英語
などを合み,正規の私立学校に属する。一方,
米国の中華学校は `中文学校'と称せられっボラ
ンティア的性格を有する中国人学校であり,漢
語および中国文化の教育が主体となっている。
① 米国の中文学校の2大組織
現在,全米 51州のうち48州に中文学校が開
設され,その数は総計700校以上にのぼり,今
後ますます増加する傾向にある。中文学校は生
徒の漢語学習の場であるのみならず,華人父母
のミー ティングの場ともなっている。米国の中
文学校は大きく二系列に分かれる。一つは主と
して台湾系を中心とする現地華人が運営するも
のであ|,孫齢哉として `全米中文学校連合会'を
構成している。もう一つは中国本土出身の留学
生。研究者によって開校されたもので,`全米中
文学校協会'を組織 している。後者は改革。開放
後,大陸系中国人の渡米の急増により,新たに
発展してできた中国人学校である。両者の概況
は下記の如くである(2)。
全米中文学校連合会
学校総数     634校
分布州       47州
生徒総数    82675人
学校規模最大  2750人
学校規模最小   8人
週末クラス 2時間55分(週平均)
放課後クラス 8時間15分(週平均)
教師人数    5540人
全米中文学校協会
83校
32州
13000人
900人
20人
3時間
10時間
1300人
米国における中文学校の2大組織の概況は以
上の如くであるハ 次に全米中文学校連合会所
属の中文学校の教育状況を取り上げる。ここで
は,筆者のロス現地で取材調査した中文学校の
うちの一校の教育内容を具体的に検討する。7L
教中華学校'と称するこの学校は,ロサンゼル
スダウンタウンのオール ドチャイナタウンに位
置する代表的中国人学校の一つである。学校に
隣接して託児所・幼稚園,小中学校および漢語
書籍等を多数蔵するチャイナタウン公共図書館
などがあり,恵まれた環境にある。広東出身の
女性校長の説明する学校概況は次の通 りであ
る。
孔教中華学校は,1945年当時の教会と私塾と
の併合により設立された中文学校で,校合も旧
来の由緒ある建物である。当校は24の幸僑・華
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人団体の共同出資によって設立され,華人子弟
の民族教育,即ち伝統的中国文化を授けること
を目的として建てられた。生徒は広束人子弟が
大半である。幼稚部・小学部・中学部があり,
高等部は設置されていない。華人子弟に倫理道
徳と中国伝統文化を教え授けることを学校の特
色とし,規模の大きい正規の学校であって,い
わゆる語学教室ではない。遠隔地から通う華人
子弟が多く,チャイナタウン居住の生徒はか
えって少ない。子弟教育に熱心なエ リー ト新華
人など知識層の家庭が子弟を送迎している。
授業は,中文クラス(漢語の共通語と広東語)
および中国文化クラスのみである。特に書道に
力を入れ,常時コンクールを行い,父兄の学校
に対する評価が高い。水泳などスポーツその他
の課外活動も行われている。就学前の幼稚部で
は遊戯や歌と踊りなどを中心に聞くことと話す
ことを主体とした教育が施され,児童の漢語に
対する興味と感性を育むことに重きが置かれて
いる。
当校の漢語教育の大きな特色は,低学年生に
対して広東語で授業を行うことである。幼稚園
から小学6年生までの生徒については広東語
で,中学1年生から3年生の生徒に対しては漢
語共通語で授業を行っている。授業時間帯は平
日放課後3時からと週末全日の2体制からなっ
ている。生徒数は低学年が多く,高学年は少な
く,幼稚部。小中学部を併せて例年 700～800名
程度である。
また,小学3年からは広東語音だけでなく国
語音の教育も開始されるが,両者とも台湾出版
の同一の国語教科書を使用するため,問題が起
きている。漢語共通語と広東語とは発音体系が
異なるため,学習上生徒に混乱をもたらし,今
に至るも未解決の課題として残されている。
② 中文学校における2系統の教育方式
カリフォルニアにおいて,従来,中文学校は
台湾出身者の創設にかかるものが多く,台湾の
教科書や注音符号・繁体字を用いた漢語教育が
行われてきた。少数の大陸系中文学校ではピン
インや簡体字が用いられている。高校や大学で
も一部を除いて, ピンインや簡体字が使用され
ているため,進学後に台湾系華人子弟の遭遇す
る矛盾は大きい。このため台湾系中文学校では,
高学年の一部にピンインを指導するクラスを設
けるようになってきている。ピンインクラスの
開設は米国の大学の漢語教育体制に対応した措
置であり,華人自身の直接的要望に基づいてい
る。また従来は東部に多く見られた中国本土系
の中文学校が,ここ数年来西部でも数多く開設
されるようになってきており,カリフォルニア
では近年,教育体系をピンインや簡体字に切 り
替えることに積極的な姿勢を示す中文学校も出
てきている。
③ 中文学校の単位取得クラス
南加州地域の高校の教育課程では20単位の
外国語科目を修得することが定められ,各学期
5単位で, 2年間学習する。生徒は漢語を選択
できるが,高校では華人生徒の中文学校での学
習内容に照らし,高校の単位に振り替えること
を認めている。即ち,中文学校の「単位取得ク
ラス」で漢語を習得した華人生徒は,各高校規
定の外国語科目単位を修得したものと認定され
る。振替単位数については,10単位もしくは20
単位,なかには40単位を認めるところもある
が,20単位以上の認定があれば外国語の履修が
免除される。高校における単位振替認定は,中
文学校に通う華人子弟にとって極めて有利な制
度であると言える。
次節では,米国の大学漢語教育プログラムの
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実情を検討していくこととしたい。
三 UCLAにおける漢語教育プログラム
ここでは,南カリフォルニアの重点大学であ
るカ リフォルニア大学 ロサ ンゼル ス校
(UCLA)の漢語教育プログラムの現状と課題
を中心に取り上げ,問題点を検討していきたい。
① 漢語プログラムの概況
漢語プログラムは東アジア言語文化 (East
Asian Languages and Cultures)寺響郭に属し,
現代漢語科目はその中の中国学カリキュラムの
一部に位置付けられる。同学部には中国学のほ
か,日本学,朝鮮学および印度学の各学科・コー
スが設けられ,専門の授業が多数開講されいる。
30名にのぼる教員が教育 。研究に携わってお
り,学部レベルのみならず,大学院の修十およ
び博士言新呈が設置されている。中国学関係では,
社会学,歴史学,考古学,芸術史学,民族音楽
学,言語学,政治学,アジア系アメリカ人研究,
東アジア研究等の他学部 。他学オ斗の中にも関連
の授業があり,教員が複数の学部 。学科の科目
を兼担している場合もある。
東アジア言語文化学部開講の中国学科目に
は,現代漢語 (初。中。上級)以外に,中国文化
概論,現代漢語講読,古代漢語概論,中国語学
概論,中国当代文学,中国現代文学,中国古典
文学,中国仏教概論,中国哲学講読,中国考古
学,中国文字学等々があり,さらに大学院の授
業科目がある。現代漢語の授業計画は,中国北
京出身の王綺華氏 (1辟交言語学専攻)が1旦当し
ており,プログラム編成の責任者となっている。
現代漢語担当の専任教員は王氏のほか,中国本
土出身者 1名の合計2名のみである。
② 漢語の履修者の激増
UCLAの東アジア言語文化学部の漢語プロ
グラムは1947年に設立された。当時,学生は10
人足らずであったが,80年代以降,学生数が激
増した。過去14年間の履修者数は次の通りで
ある。
大学年度 858687 88899091
1年生 598586101120120150
2年生 2542 43 54504561
92939495969798
170225240330340325310
6385100140145140122
表に見るように,現代漢語履修生は年々増え
続け,その増加率には見るべきものがある。空
前の大盛況であり,履修者数は数年前に日本語
を追い抜き,アジア言語のなかでトップとなり,
漢語は最も人気のある語学授業の一つとして首
位にランクされてきた。上表にみる如く,89年
の漢語履修者は85年に比べ 1・2年生とも2倍
増, また94年には,1・2年生ともに85年の4
倍増と急増している。希望者が大幅に増えるな
かで大学予算には限度があり,96年に入るや大
学も許容の限界に達 し,財政 もパンク状態に
陥った。ここ数年来,受講者を1年～4年合わ
せて500名程度に制限しているが,実際の漢語
履修希望者は例年上記の受講者数を逢かに超え
ている。すでに88年より,履修希望者は漢語担
当教員の面接を受け,署名入り許可書を得ては
じめて漢語の履修登録ができるというシステム
が導入されたが,毎年学期初めに教員研究室の
前に数百名が待機し,89年以降は履修希望者全
員の需要を満たすことのできない状況が続いて
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いる。履修希望の急増に,当該学研斗および人文
学部では過去にしばしば予算追加の措置がとら
れ,教育助手のTAの採用を増やして漢語クラ
スの増設を行い,これによって各学年とも収容
定員の拡大を図ってきた。それにもかかわらず
履修希望者数は増加の一途をたどり,門前払い
を受ける者は依然多数に及んでいる。希望の叶
わない学生が例年多数に及ぶなかで,91年よ
り,履修にあたって漢語選択理由を書かせ,そ
の切実性や必要性を検討して受講許可を出すと
いう方式を採用した。これは履修の公平を図る
ための苦肉の策であり,漢語学習を最も必要と
する学生に配慮したものである。大学予算の関
係から履修制限を設けたため,漢語担当教員が
学生一人一人の面接選考に追われ,苦慮してい
るのが実情である。クラス拡大措置のなかで,
漢語の基礎学力がすでにあり,いわゆる漢語教
育プログラムの募集規定に適合しない華入学生
の履修は認められていない。
③ 履修者の激増の背景
漢語の履修者が大幅に増加した原因の一つ
は,学生の出身構成と関係がある。95年時の統
計でも,新人生のうちアジア系学生の比率は
38%強で,このうち中国系学生が多数を占め,
華人子弟の数が急増している。過去において漢
語を履修する者は,多くが中国や台湾のバック
グラウンドをもった華人子弟と米国生まれの中
国系学生であったが,今日, シンガポール・マ
レーシアさらにはパナマなど世界各地から渡米
した中国系学生も漢語学習の列に加わるように
なってきている。このため,大学の漢語教育プ
ログラムは新たな情勢に対応するべく現在調整
が行われている。
二つめの原因として,アジア大平洋地域が政
治 。経済および文化方面において益々重要に
なってきていることが挙げられる。近年,中国
と台湾の経済が急速に発展したことにより,多
くの学生は漢語の修得力羽平来就職に有利になる
だろうと考えている。特に米産業界の中国本
土・台湾地域など中国語圏市場への積極的参入
によってビジネス 。チャンスが拡大し,それが
多くの学生の漢語学習を希望する重要な理由の
一つになっている。
第二の要因として97年の香港と,99年のマ
カオの中国への返還がある。従来,イギリス統
治下の香港では英語と広東語で事足 りていた
が,中国への返還前後より事情が大きく転換し,
漢語共通語の必要性がいっそう認識され,現に
香港市民の間で漢語共通語の学習熟が湧き起
こっている。このような背景から米国華人の間
でも漢語の重要性が再認識され, とりわけ華人
学生の間で外国語履修に漢語を選択する者が
益々増えている。
④ 80年代以降の履修生の特徴
(1)専   攻
東アジア言語文化専攻生は少数であり,90%
以上がそれ以外の学部 。学科,すなわちビジネ
ス経済学,国際ビジネス,政治学,社会学,国
際地域研究,生物学,心理学,数学,音楽,美
術芸術,演劇,コンピューター科学,技術工学,
医学,等々 の学生である。このうち,ビジネス
経済学および国際ビジネス専攻生は総数の約 3
分の1を占める。
(2)民 族 系
自人,メキシヨ系およびその他の非アジア系
学生は学生全体の4分の1のみである。アジア
系学生は約4分の3を占める。米国生まれの華
人および幼少時に中国や台湾,香港などから移
住してきた幸人子弟は,アジア系学生全体の約
半分を占める。また,近年の特徴としてベ トナ
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ム華人数が急増している。
(3)言語 背 景
以前,広東語や台湾語 。福建語など南方方言
話者数が北方方言語者数を上回っていたが,昨
今は北方方言を話す学生数が年々増え, また流
暢に話す者もその数を増している。
(4)既習者の激増
中文学校に通学した学生や,高校で漢語を学
習した学生が殺到している。
⑤ 漢語の必修の現状
UCLA関係部門の行った学生へのアンケー
ト調査によると,漢語を選択履修する理由は,
それぞれ各自の専攻と密接な関係がある。例え
ば,アジア研究,中国研究,アジア・アメリカ
研究の各専攻の学生にとって漢語は必修であ
る。また国際ビジネス学,経済学,国際政治学,
言語学などの専攻学生も,その専攻領域が東ア
ジアに関連するならば,やはり東アジア言語の
なかから一つを選択することとなっており,そ
の場合,多くの学生が漢語を選んでいる。特に,
国際ビジネス学,法学,歴史学の諸専攻の学生
で中国事情を専攻する者,あるいは中国・アジ
ア研究,東アジア学を専攻する学生は,いずれ
もまず 1～2年間の漢語の履修が必須となって
いる。また,大学履修規定では卒業時までに1
年間の外国語の必修を定めているため,何年間
も漢語の履修登録か襦忍められなかった外国語未
修得の一部の4年生については,優先的に漢語
の受講が看午可される。
このほか,学内の海外学習プログラムに参加
を希望する学生は,留学先の外国語を事前に 1
年間受講することが定められている。そのため,
中国 。台湾等への留学を計画している学生に対
して通常,漢語の履1多が優先的に認められる。
この他,文学,考古学,社会学,芸術学,映
画製作,建築学,医学などの専攻学生のなかに
も,個人的関心或いは専攻領域が東アジア (と
くに中国)と関連があることから漢語を選択す
る者が多い。また,学科の履修規定では必ずし
も東アジア言語の履修を定めていないが,大学
履修規定で外国語1科目の必修を定めているた
め,学生の中には各自の専門の将来を考えて漢
語を選択する学生も多数いる。このようなケー
スも,通常,学生の希望はかなえられる。
⑥ 履修許可を得られない華人学生
漢語履修希望の学生のなかには相当数の中国
系子弟がいる。.また,学生のなかには,家族(華
人の父母や配偶者)の要望から,或いは自己の
ルーツを求め或いは民族意識にめざめ,漢語の
学習を望むに至った者も少なくない。華入学生
の履修目的や動機は様々であるが,例えば具体
例を挙げると次のようなケースが多々みられ
る。
(1)一言も漢語が話せず,社会の中で奇異な
眼差しを向けられ,羞恥の末に漢語の学習
を望むに至るケース。
(2)中国または台湾のバックグラウンドをも
ち,イ和限に中国や台湾に里帰りし,親類を
訪ねる必要性から,漢語を学習するケース。
(3)漢語が理解できないゆえに両親との意思
疎通が喫任しく,感情の疎通を願って漢語を
学習するケース。
(4)中国人と結婚したアメリカ入学生が, よ
り良い意思疎通を計るため,漢語の履修を
希望するケース。
上記のようなケースは前記の⑤とは異なり,
差し迫った必要性に乏しいため,学部予算の関
係から履修希望のすべてが認められるわけでは
なく,むしろ不許可となるケースが多い。また,
台湾等で就職を希望する中国系学生も,卒業後
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に漢語の補習が可能との理由で履修許可を得ら
れない。
一定の人数枠の履修と受講しか認められない
状況下では,漢語プログラムの担当教員は学生
の履修要望を検討し,その必要性の緩急によっ
て優先順位を決めるという厳しい環境にある。
漢語の学習を認められず意気消沈した学生に対
し,担当教員は日本語その他の外国語の履修を
アドバイスするが,漢語のみを希望している者
も多い。履修選考の選に漏れた学生の中には“優
先的に考慮すべき対象者"が含まれる場合も
多々あり,未解決の課題として残されているの
が現状である。
⑦ 漢語履修者のクラス分け
UCLA漢語プログラムでは漢語能力の養成
として,発音,文法,語彙,漢字の修得および,
リスニング,スピーキング, リー ディング,ラ
イティングの総合能力の養成を目標においてい
る。このうち 1・2年次については聴解と国語の
トレーニングが重視され,主としてコミュニ
ケーション能力の育成に主眼を置いた教育内容
となっている。入門の受講生に対し,まず発音
指導そして同時に,漢語・漢字について概説が
なされ,基礎的な発音と漢字の修得が学生に求
められる。初級段階の発音 トレーニング,漢字
の習得および会話練習などの指導は主にTA
が1旦当し,プログラム専任教員は主として漢語
語法と中国文化の概説および高学年の授業を担
当する。
教育体制として,89年より1年生に対 し2
コース制が実施された。学生を漢語既習者と未
経験者とに分け,別々 に授業が行われる。漢語
既習者に対しては “クラス分けテスト''を受け
ることが義務づけられ, それによってレベルに
応じたクラス編成が導入された。
コース1(初級者対象,漢語 1-2-3)は漢語学
習未経験の学生, コース2(初級者上級を対象,
漢語 la-2a-3a)は学習経験がいくらかある学
生が対象である。
96年からこれは3コー ス制に改編され,また
初級者上級を二つに分けて授業時間数を減ら
し,集中クラスとした。現在, 1年生の授業は
3コー スからなり,以下の条件をもつ学生を対
象としている。
コース1 漢語 1-2-3(1年間, 3学期):漢
語のバックグラウンドをもたない。
コース2 漢語la-2a(2学期のみ):漢語
の方言もしくは漢語共通語がいくらか話せる
が,読み書きができない。
コース3 漢語3R(漢語の読み書きの授業,
1学期のみ):漢語を流暢に話すが,漢字の読み
書きができない (或いは若千読めて書ける)。
統計によると,コー ス2とコース3の半数の
学生は中文学校もしくは高校の漢語学習経験者
であった。彼らは割合しっかりした漢語の基礎
力があるので, 1学期もしくは2学期で3学期
(1学年)分の授業内容を学習し終えて大学規
定の外国語の単位を修得できるため,空いた時
間を専門その他の学習に充てることができる。
また,中文学校で優秀な学業成績を収めた学生
は,前述のクラス分けテストで高得点を得るこ
とで,すでに大学1年生の外国語レベルに到達
していることが租:明されっ免除措置がとられる。
彼等は外国語を履修しなくてもよいが,学習意
欲がある場合には直接2年生の授業を受けるこ
とができる。
2年生については95年から2コー ス制が導
入され,さらに96年から3コー ス制に改めら
れた。
3年生では,「文学選讀」のテーマで文学作品
の講読の授業が行われており,受講者数は30
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名前後である。
4年生は「文学選讀」と「商務漢語」の2つ
の授業に分かれる。「商務漢語」は中国の改革・
開放の情勢の中で新たに設定された授業科目
で,実用会話力の養成とともに商業用語の修得
に重きが置かれており,学生に人気がある。受
講者数は現在45名であり,この科目の開講に
よって,カリキュラムがより充実したものと
なっている。商務漢語の授業では教材として「新
民晩報」などの新聞記事が用いられている。
以上のほか,「古典文学」の受講生も大幅に増
加したことが挙げられる。例年の受講者数は
70～90名で,いずれも殆どが漢語を話す幸人子
弟である。教材は米国出版のテキストが使用さ
れ,講読形式で授業が行われている。
③ 漢語プログラムの基礎教材
現在UCLAで使用されている教科書は中国
出版の『費用漢語課本』(全4冊,北京語言文化
大学編,商務印書館)であり,これは米国の大
学でもっとも広く用いられている漢語テキスト
である。これは1年次で前半2冊, 2年次で後
半2冊を教授する設定になっており,UCLAは
他のUCB・UCSD・スタンフォード大学などの
諸大学と同様,いずれも1年次に第1・第2冊
を仕上げ,漢字を800字程度習得させている。
他大学同様,UCLAでもセット副教材力斗来用さ
れており,それには文法書・録音テープ 。ビデ
オテープ。CD ROMが含まれるが,ほかに閲読
練習・漢英語法対照・宿題等を合んだ学習ハン
ドブック『費用漢語学習手冊』(Practical
Chinese Reader Companion)もあり,テキス
ト内容の不足を補っている。なお,ボストンの
Cheng&Tsui Companyから『費用漢語課本』
の繁体字版と繁体字練習帳が出版された後,こ
の『費用漢語課本』は最も整ったテキストとし
て米国では評判が高い。
⑨ 課外のチャイニーズ。テーブル (中文菓子)
前述の履修者統計表に見る如く,85年以降の
UCLAにおける漢語履修者は年々増加してい
る。89年の天安門事件で履修者の増加率が一時
期停滞したことがあったが,85年度の 1・2年生
総数が84名であったのに対 し,94年度では
340名にまで膨れ上がり,漢語プログラムは米
国の大学の中で最大規模にまで発展した。履修
者数の急増にもかかわらず,漢語担当教員数は
極めて少なく,負担が非常に大きくなり,深刻
な問題となっている。UCLAでは4学年合計の
学生数約 500名に対 し専任講師 2名十TA 18
名という厳しい状況にある。
米国では語学教育は他の授業と異なり,教員
と学生との連係が極めて重要であると言われ
る。UCLAの漢語教育担当者の言によれば,オ
フィス・アワー (週1～2度,研究室での学生相
談の時間)には受講生が教員研究室を訪れ,授
業に対する意見を述べ,発音の指導を仰ぎ,学
習上の難題の解決を求め,毎回長蛇の列になる
という。
現地教員の考えでは,漢語は習得の難しい科
目であるため,授業時間以外に学生に有機的な
語学練習の場を与えることが極めて大切である
と認識されている。教室を離れて,学生は漢語
の学習上の悩みを自由に話し,雑談のなかで語
学や中国文化に対する知識を得ることができ,
それによって学習意欲を高めることができるの
である。UCLAでは同様の日的で“チャイニー
ズ。テーブル"の時間が設定され,漢語の課外
活動が行われてきた。毎週水。本の午後 1～2時
の “中文菓子"の時間帯には少なくとも助手 2
名が北キャンパスの野外カフェ。テーブルで学
生を待ち,教員もよく参加する。
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チャイニーズ・テーブルでは漢語クラスの受
講生たちが教員と助手を取り囲み,漢語と中国
文化の学習の苦楽を語り合う。学生は教室に比
べより活発になり,語学力の乏しい学生はこの
機とばかり会話練習を試みる。このような課外
活動がUCLAの漢語授業の一環として十年以
上もイ1精売されてきた。以下に,チャイニーズ・
テーブルを囲む常連学生の顔をいくつか紹介す
る。
(1)中国新彊の地理を研究する自入学生。中国
文化に興味をいだき新彊を訪れ,帰国後,新
彊の山々にまつわる幾多の故事伝説を発掘す
るべく再度の訪中を計画し,機会をとらえて
漢語の特訓を行っている。
(2)アジア研究専攻の修士号を取得した自入学
生。断続的に 7・8年間漢語を学習し,後にビ
ジネス経営を専攻,香港の株式市場にも興味
をもち,米国内発刊の華字新聞『世界日報』
を購読。漢語のトレーニングにこの課外活動
が非常に役立つという。
(3)8才で台湾より渡米した映画製作専攻の華
入学生。漢語は話せるが書けない。漢語学習
の主目的は台湾の映画や芝居に関する資料を
読むためであり,チャイニーズ 。テーブルの
傍らで助手の助けを借りている。
(4)自人の学生。両親が長年台湾で宣教師をし
ていた。家族が漢語の既習者であり,兄姉も
漢語を学習している。
(5)銀行でアルバイトの自入学生。人員整理の
なか,中国人客と漢語で会話ができるため解
雇を免れたという。
助手は学生にとって身近な存在であり,学生
たちと打ち溶けやすい。家庭で漢語を話す華人
学生に対し,`自人のクラスメートをみくびるな
かれ/'と助手がよく注意する。幸入学生の中
には幾分基礎があるものの,努力しなければ逆
にプレッシャーになる場合もある。最も良くで
きる二人の学生が黒人と自人であったというク
ラスもある。
チャイニーズ。テーブルによって教師 (教員
および助手)と学生との連係が密接になり,学
生に学習意欲が出てくる。このことがUCLA
の漢語クラスが数年のうちに急速に拡大 。発展
し,全米の大学で最大規模の漢語教育プログラ
ムにまで成長した要因の一つであると言われ
る。
四 南加州の他の大学漢語プログラム
① UCSDの漢語教育プログラム
カ リフォルニア大学分校の一つであ る
UCSD(カリフォルニア大学サンディエゴ校)
は人文系および理工系の全5学部を擁 し,外国
語科目では日本語と漢語が中心となっている。
近年,中国とのビジネスの拡大 。発展により漢
語の履修者が増加し続け,現在,外国語科日で
は日本語を抜いて第一位になっている。
漢語の専任教員は,台湾出身者および中国本
土出身者の各2名合計 4名で,UCLAの中国出
身者2名に比して教員数が充実している。主任
教員は台湾出身者である。
現代漢語の履修者数は2000年2月現在, 1
年生 155名(3学期にわたって受講),2年生 70
名, 3年生 20名, 4年生が 10名である。
上述の4名の教員以外に,古代漢語・古典を
教授する専任教員および,中国言語文化学オ斗の
チャイニーズ・スタディに所属する20名の教
員スタッフがいる。同学科の主専攻の学生は40
名,副専攻学生は63名である。
履修生には,異なるバックグラウンドをもっ
た華人のほか,自人・フィリピン人・ベ トナム
人等がいる。中国系の学生の出身別では主に台
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湾・香港・広東などが挙げられるが,ベトナム
華人の割合も大きい。ベ トナム出身の華入学生
の話す漢語の特徴としては,声調が嗜忍、められな
いことである, とは漢語担当教員の指摘すると
ころである。
これまで,米国の大学における漢語教育の課
題の一つが, レベルの不揃な学生をいかに教え
るかということであった。近年, 日本の大学で
も,少数であるが中国人留学生,華僑,高校の
中国語既習者,海外帰国子女,中国残留日本人
の三世などが中国語学科への入学や第二外国語
に中国語を履修するケースが増えており,規模
は異なるが同様の問題が日本の中国語教育現場
において次第に大きな課題としてクローズアッ
プされてきている。日本以上に,米国の大学で
は学生の出身背景や漢語のレベルカ淋目当にまち
まちで,いわば質の異なる学生を相手に同一ク
ラスで授業をするため,非常にやりづらいもの
があった。例えば,華人子弟に限ってみても,
それぞれのバックグラウンドが異なることから
その漢語の力はまちまちで,いわばレベルの違
う学生同士が同一授業を受講するしかないとい
う状況であった。
UCSDは全米で他の大学に先駆けて,学生の
出身背景 (バックグラウンド)や学習経験に照
らしてレベル別に漢語のクラス分けを行った最
初の大学である。これは10年以上 も前から実
施されており,当時としては画期的なもので
あった。現在,UCLAも同様のクラス分けを実
施している。
現在,UCSDでは学生の出身背景および家庭
環境,ならびに漢語のレベル等にしたがって下
記の5種類のクラス設定をしている。
(1)漢語のバックグラウンドがなく,基礎の
発音からスタートするクラス。白人系の米
国人が中心となるが, 日本人や韓国人もこ
のクラスに入る。
(2)マンダリンの漢語を少し話せるが,発音
が不正確な者。また,漢語を聞いて理解で
きるが,読み書きができない者。5才前後
に台湾や上海などから来た華入学生も受講
している。
(3)家庭環境から,漢語が聞けて話せるが,
文章の読み書きができない学生。
(4)家庭環境から,広東語。台湾語(福建語)・
上海語など各出身地域の漢語方言は聞けて
話せるが,読み書きができないという学生。
(5)中国や台湾で小学校の教育を受け,聞け
て話せるが,読み書きができない学生。こ
のクラスには,小学校の高学年時に北京や
台湾などから渡米 した華人が受講 してい
る。
UCSDでは以上の5段階を設定して漢語教
育を実施しているが,ただし原則として中国・
台湾等の小学校に4年以上在学した者など,力
のある漢語既習者に対しては履修の免除措置が
とられる。これらの学生に対しては古典 。古代
漢語クラスや日本語クラスその他の授業を受講
するよう指導が｀なされる。
UCSDの漢語の授業は発音練習に重点が置
かれている。 1年次の最初の3週間が1寺に重要
とされ,随時,発音のチェックとテストが行わ
れている。日本の学生と同様,米国でも初級者
にとって半二声 。三声が1寺に難しく,二声の習
得も難 しい様子である。未経験者が 3～5週間
で中国の南方出身者より発音がよくなるよう基
礎固めをしっかり行っている, という。自人系
のアメリカ入学生の30%は2年次にはすでに
発音が完成されているという。
1年生の漢語 (現代漢語)は併せて5単位で
あり,UCLAの4単位よりも多い。毎週月・水。
金に語学の実践練習,火。本に講義が行われ,
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学生の負担は相当大きい。だが2年次には授業
数が減少し,三分の一になる。
学生は漢語を履修するにあたって,それぞれ
はっきりした目的意識をもっている。興味本意
ではやらず, 自己の将来を考え,通常, ビジネ
スと結びつけて考えている。前述の如く,数年
前までは日本語が注目されていたが,近年,米
国と中国とのビジネス関係の発展により漢語の
履修者が大量に増えた。学生は明確な目的意識
をもち,実利を念頭に入れて履修している。
また,卒業後の就職先は,中国言語文化専攻
の卒業だけでは職は探しにくいため,就職に有
利になるようダブル専攻をする学生が多い。中
国言語文化主専攻の学生の多くは大学院に進学
し,主に国際関係や大平洋関係の研究を志す者
が多い。修了後は,連邦政府・州政府または民
間の大企業や中小企業・各種の会社等に勤務す
るなど,就職先は多様である。
② その他の大学の漢語プログラム
UCLAやUCSD以外の大学でも漢語クラ
スが開設されている。ロサンゼルス地域では,
例えばUC Irvine校やUSC(南カリフォルニ
ア大学)などいくつかの大学があり,またサン
ディエゴ地域ではSDSU(サンディエゴ州立大
学)とUSD(サンディエゴ大学)に漢語クラス
が開設されている。
これら諸大学でも同様に漢語履修希望の学生
数が飛躍的に増えている。例えばUC Irvine校
の漢語プログラムでは,大学内規で1年生は 1
クラス最大 21名に制限されてきたが,漢語履
修希望者の急激な増大に対して,教員は学生の
希望を叶えるべく自己の負担増を覚悟で, 1年
生6クラスについて1クラス30名まで増員し
ている。漢語の基礎が幾分あるために漢語プロ
グラムに参加できない華入学生には次学期に再
登録するよう指導が行われ, また3年生に対し
ては大教室に変更しより多くの学生が受講でき
るよう配慮している。種々の取り計らいにもか
かわらず例年70名以上もの学生が希望を満た
せないでおり,漢語プログラム担当の教員は学
外の資金援助による規模の拡大も考えている。
五 米国の漢語学習の環境 と課題
上;」iの中文学校やUCLA等の漢語教育の状
況からも察せられるように,米国における漢語
学習はここ十数年来あらゆる領域でその規模が
拡大し, ますます盛んになる傾向にあるが,一
方では解決の待たれる切実な問題 も散見され
る。ここでは,中文学校や大学などで現在如何
なる課題が存在するのかを再度整理し,米国の
漢語教育の今後を展望することとしたい。
① 中文学校と高校 。大学間の教育体系の不整
近年,米国の中国系住民の間では漢語を学ぶ
者が益々増える傾向にあるが,一日に漢語学習
と言っても,これには台湾出身者の話す「台湾
国語」の学習と大陸出身者の共通語である「漢
語普通話」の学習の2系統がある。両者の間に
は,大きくは字体の不統一と表音方式の違いが
あり,更に個別の表現,語彙,語音,文のスタ
イルなどにも,両者間で少なからぬ異同が存在
する。学習者にとっては甚だ不都合であリー 元
化が強く期待される所以である。
政治的要因があるとはいえ,米国でイ可万人も
の華人や学生が中文学校 。高校 。大学で2種の
発音表記と,繁体字・簡体字を習うことの煩わ
しさ及びその労力を,教育関係者は深く認識す
べきである。中文学校,高校と大学間の学習上
のスイッチングの問題は特に華人生徒にとって
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は切実な問題であるが,現段階では調整役とし
て中文学校の高学年クラスの一部と,高校の漢
語教育がわずかに建設的役割を担っているのみ
である。中文学校の現場では依然賛否両論があ
るものの,大学の漢語学習との接続をスムーズ
に行うためには,表音方式や字体などの統一使
用がどうしても必要である。
さらに,中文学校は,共通の教育大綱をもた
ないため,それぞれの漢語教育内容やレベルが
不明確であり,今後は,高校 。大学ともスムー
ズな移行ができるように,有機的教育体系を整
えることがヽ求められる。
② ピンインと注音符号の問題
米国の漢語表音システムは,今でこそ全米の
ほとんどの大学で中国のピンインが■又り入れら
れているものの,従来大学によってウェード式,
ユール式,趙(趙元任)式, ピンイン方式等 ,々
それぞれが独自のシステムを使用していたこと
を考えると,米国の漢語教育現場がいかに混乱
した環境であったかが想像できよう。今 日に
至っても米国会図書館はじめ大学図書館の漢語
書籍目録が十九世紀末以来のウェード式に基づ
いているという状況には驚きを禁じ得ない。米
国内における漢語表音システムの一元化がまず
大きな課題 としてクローズアップされる。
現在ほとんどの大学でピンインと簡体字 (も
しくは繁体字)を採用した漢語教育を行うよう
になったにもかかわらず,多数の中文学校では
依然注音符号と繁体字を用いた教育方式を継続
している。このため一部の大学では簡体字と繁
体字の2種が揃 うテキストを採用しているが,
漢語の発音表記については全てピンインを使用
し,注音符号は大学では用いられていない。大
学では中文学校に対し,生徒にピンインを指導
し,教材の中では台湾の国語注音符号以外にピ
ンインを書き加えるよう提案している。
ピンインにも問題点があるため,中文学校で
は表音方式の選択について長年にわたって議論
を沸騰させてきた。しかし上述の如く, ピンイ
ンはすでに大学の漢語教育の主流になっている
ことに変わりはなく,加えて学会 。国連・官公
庁 。マスコミなどでもピンインが使用され,今
後いっそう広範に用いられる情勢にある。
今や中文学校の中には, ピンイン教材と担当
教師を確保できるならばピンインの導入にやぶ
さかではないと考えるところも増えている。中
文学校の発音表記システムは,いずれピンイン
に移行することになろう。
③ 簡体字と繁体字の問題
簡体字と繁体字の2種類の漢字をどのように
扱うかの問題も米国の漢語教育において長きに
互って言錆義されてきた問題である。中文学校の
統計資料によると,全米中文学校連合会所属の
634校の中文学校のうち94%が繁体字を教え,
もう一方の全米中文学校協会では83校のうち
97%の学校が簡体字を教え, 2年生に入ってか
ら繁体字を習わせている。米国では繁体字が漢
字教育のなかで依然として大きな位置を占めて
いることが窺われよう。現在,中国本土以外で
出版される華字新聞・雑誌等はほとんどすべて
が繁体字であるため,繁体字を習得しなければ
生徒は現地発行の華字新聞を読むことさえ困難
になる。このような事情から,漢語教育の推進
には,簡体字を学ぶとともに繁体字も知ること
が必要であると認識されている。
高校の漢語教育の現場を見ると, 1年生に先
ず繁体字を教えるのか簡体字を教えるのかとい
う問題については,通常,各高校の教師が生徒
の要望に基づいて決めている。また,2・3年生
は2種の字体力編売めて1種の字体が書けるべき
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であるという共通認識が存在する。しかし,高
校生の学習レベルを考慮した教育体制が整備さ
れることが重要であろう。一部の大学では学生
の便を考え両者2種が揃ったテキストや, 2種
の字体を併記した試験問題,宿題などを用意し,
学生に不利にならないように配慮している。イ旦
し,高学年においては繁体字と簡体字2種の漢
字が疇売めることが学生に求められている。
一般に米国では,中文学校や高校,大学を聞
わず依然として繁体字のテキストの採用が主流
になっており,漢語教育における簡体字の全面
的導入はまだまだ先のことであると思われる。
④ 資格教師と人材育成
漢語教育の人材養成はこれまで一部で積極的
に行われてきたが,多くは甚だ不十分であり切
実な課題の一つとなっている。近年の爆発的な
漢語学習者の急増のため,有資格教員が不足し,
教員の養成が間に合わず,このことが充実した
漢語教育の発展を阻害してきた。
現在,米国の中文学校や高校 。大学で漢語教
育に携わる教師は,大きく三つのパターンに分
けられる。一つは米国で漢語教育を専攻した専
門教員,二つは中国 。台湾 。香港より渡米した
漢語教育専門の教員,三つは中国 。台湾・香港
から来た漢語の専門でない留学生 。研究者が教
師になっている場合である。このうち前二者の
漢語専門教員は現状では極めて少数にとどまっ
ている。ここに,米国の中文学校の調査に基づ
く統計資料を示そう(3)。
調査項目
教師人数
博十号I「k得者
修士号取得者
学士号ユ1又得者
教員養成校卒
その他
全米中文学校連合会
5540人
42%
30.8%
49.7%
9.6%
57%
全米中文学校協会
1300人
9%
30%
50%
15%以上が元中国
の一級・特級教師
表を見るかぎり,米国の中文学校の大多数の
教員は1辟交的高学歴であることが窺えるが,各
教員の専門が漢語関係であるか否かは不明であ
る。筆者の現地調査でも,現実に中文学校の漢
語教員の中には専門の教育を受けていない者が
多数おり,いわゆる中国語 。中国文学出身者は
甚だ少ない。南加州の台湾系中文学校の状況を
見ると, ピンインに通じた教員は少なく,漢語
も標準的でない教師がいる。また,台湾・香港
から渡米した教師と中国本土より渡来した教師
とでは, 国語表現から発音および教室用語など
に至るまで上騨交的大きな違いがみられるため,
生徒は学習上判断にとまどうというのが実態で
ある。
99年夏に台湾の教育部は,漢字の発音表記を
従来の注音符号に替えて中国のピンイン方式を
採用する方針を決定し,近々 小学校でピンイン
教育をスタートさせることを発表した。現在,
台湾の地名・道路名およびマスコミの一部には
すでにピンインが導入されている。しかし米国
カリフォルニアの中文学校で教鞭をとる教師は
前述のごとく大多数が台湾出身者であるため,
現実問題としてピンイン指導の教員が不足して
いる。教師と学校自身がピンインの導入に否定
的であり,このことがピンイン教育を中文学校
で推進できない要因の一つになっている。よっ
て南加州の大半の中文学校は今なお伝統的繁体
字と注音符号を用いた漢語教育を主体としてお
り,一部の中国本土出身者開設の中文学校のみ
が本格的に簡体字とピンインを用いた教育体制
をとっている。中文学校においてはピンインを
教える教師の育成が今後の課題であり,米国内
の新たな情勢に対応できる漢語教師を養成 。採
用してはじめて,教育法の改善や教材の開発な
どを意欲的に進めることができよう。
米国の学校のなかには,漢語教育において教
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員の資質がいかに重要であるかを認識し,人材
の育成に着手しているところもある。例えば米
インディアナ州では,すでに高校4校,中学 4
校,小学校 10校において漢語教育を外国語教
育プログラムの一環として組み入れており, と
りわけ,教員養成が漢語教育を発展させる上で
重要な方策であると認識されている。1986年以
来,インディアナ州の小 。中。高校漢語教員養
成センターではすでに5期にわたって80人近
くの中学・高校の教員を育成してきたことが報
告されている(4)。
⑤ TA制度とその問題点
UCLAの漢語教育プログラムの教員不足は
実に深刻なものがある。全学で500名もの漢語
履修者に対し現代漢語プログラムの専任教員は
わずかに中国本土出身者2名であり,このため
教育助手のTAを多数採用することによって
漢語クラスを維持している。漢語プログラムに
は,学外からのいわゆる非常勤講師の制度はな
く,早急な人材の確保 (もしくは採用)が課題
である。
米国の大学院在籍の外国人留学生は一般に奨
学金を受け取る力ヽ 大学の方針として生活費を
援助する目的で教育助手や研究助手 (もしくは
共同研究者)として彼等を採用し,手当を支給
している。UCLAの漢語教育プログラムでも上
述の如 く積極的にTAを採用した教育体制を
とっている。今日日本においても一部の大学で
大学院生をTAに起用する状況が見られるが,
米国のようにTAが単独で授業を受け持つ例
は極めて少ない。米国のTAの授業形態は,非
常勤講師として日本の大学院生などが中国語の
授業を担当する状況に似るが,但し米国では成
績やクラス管理などはTAが独自に行うので
はなく,常に漢語教育プログラムの専任教員の
指導の下に置かれており,TAは成績評価や単
位認定について独立 した決定権をもたない。
UCLAの状況をみると,教育助手として採用さ
れたTA 18名(2000年2月現在)は学内いずれ
かの研究科 。専攻に在籍する中国人の大学院生
であり(5),現代漢語の主任教員の指導計画のも
とに 1～4年生の授業を担当している。基礎の
発音練習や漢字指導および会話 トレーニングな
どの実践がTAの主な役割である。だが,TA
制度による語学教育システムには矛盾も見られ
る。漢語教育プログラムでは文系 。理系のどの
研究科 。専攻の在籍かにかかわらず中国人留学
生を対象にTAを採用しており,その場合,漢
語専攻歴が必ずしもTAの採用要件にはなっ
ていない。これは外国人留学生をTAとして起
用することが大学の慣例となっているためであ
るが,学内の外国人留学生への手厚いサポート
精神の余り,TAの漢語教師としての資質を問
わず,結果的に教育内容が疎かになるケースも
まま見られる。TAの資質の不足を克服し人材
を養成するために,UCLAではTAとして採
用する中国人留学生全員に対し,東アジア言語
文化部門開設の大学院科目「大学漢語教育法」
の受講を義務づけている。TAの資質養成が重
要な課題であるため,この漢語教育法の講義は
例年,主任教員が1日当している。
⑥ 中文学校の漢語教材と大学の漢語テキス ト
中文学校では複数の教材を用いることが多
い。南加州の大多数の中文学校では従来台湾政
府僑務委員会編纂の無料の漢語テキスト『華語』
全 12冊もしくは何景賢主編『児童幸言利 が主に
用いられてきたが,近年これと同時に米国出版
の新しい副教材も併用されている。新教材の内
容はいずれも現地に促した実用性がポイントに
なっている。
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もともと中国や台湾で編纂された対外漢語教
材は,内容が米国の教育事情や生徒の生活環境
を十分考慮に入れておらず,ワンパターンで,
ピントがずれ,教授法と教育精神も時代遅れで
ある, との指摘が従来中文学校の教師から出さ
れてきた。教師は種々のサブテキストを利用し
工夫を行っているが,米国の社会環境や生活事
情などを視野に入れた教材の編纂が強く求めら
れている。
低学年では,相応しいピンイン教材が極めて
不足しているため,中文学校によっては単位取
得クラスやピンイン指導クラスで大胆に北京語
言文化大学編『費用漢語課本』(商務印書館)を
教材として採用している学校が少なくない。し
かし,この中国の対外漢語教材は元来大学用の
テキストであり,必ずしも中文学校の生徒に適
していない。これはピンインと簡体字によるも
のであるが,東部ポストンのC&T出版社に
よって繁体字版が出版されてからは,米国の大
学漢語教育で広く採用されるようになった。こ
の情勢に呼応して出版されたサブテキストが,
UCLA漢語教育プログラム担当の王綺華編纂
の『費用漢語学習手冊』(全3冊,C&T出版社
1996)であり,繁体字と簡体字の2種の版本が
用意されている。これは王氏が,学生のレベル
と教育計画に基づいて自ら編纂した教材であ
り,それには現代的実用的内容が一部加筆され,
また文型・語法 。文化事項について漢語と英語
の比較対照が強調されている。『費用漢語課本』
の教材を採用している中文学校の単位取得クラ
スでは,この『費用漢語学習手冊』に対する評
価が高い。また前述の如く,UCLAの漢語プロ
グラムでは1,2年生用のテキストとして『費用
漢語課本』が用いられ,『費用漢語学習手冊』が
副教材として併用されている。米国では近年,
この種の補充教材が多数出版されるようになっ
た。
中国でも北米向けの漢語教材が不十分である
ことに鑑み,近年いくつかの新教材が編纂され
た。中国国家対外漢語教学指導グループの資金
援助と内容審査を受けて,讐南大学の主筆に
よって編纂された北米版『中文』教材が96年8
月に出版されている。現在,この教材は全米中
文学校協会系の多数の中文学校で次々に採用さ
れており,高い評価を得ている。この教材は6
年制の計 48冊編成であり,テキスト12冊,練
習帳 24冊(A,B2巻)および指導用参考書 12
冊からなっている。ピンインと簡体字が採用さ
れ,新出漢字表には簡体字と繁体字を併記し,
合理的配列と段階的学習に配慮し, また本文は
中国とアメリカの対照になっており,豊富多彩
な内容になっている。各テキストには教室用お
よび家庭用練習ノート各一冊が付けられ,生徒
の体系的な漢語学習に配慮している。この教材
は,適切なピンイン教科書として現在各中文学
校で注目されている。
このように近年,米国の各学校 。大学でそれ
ぞれの教育内容と教育レベルに基づき多くの教
材が編纂され, また中国本土からも新教材が出
版され好評を博しているが,内容の充実した漢
語教材は依然不足している。とりわけ小中高校
や中文学校レベルの生徒に相応しい教材の不足
は深刻であり,漢語教育の新たな構想を具現化
した低学年用の教科書と指導参考書および｀課外
用教材の早急な編纂が強く求められている。ま
た,大学用のビジネス漢語や上級会話およびビ
ジュアル漢語などの教材も極めて不足 してお
り,今後取り組むべき課題は少なくないと言え
よう。
⑦ 中国・台湾への留学制度
米国には200万人以上もの華人が居住し,中
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文学校に通う華人生徒は10万人近 くにも上
り,大都市には巨大な中華街などがあって,居
ながらにして漢語や中国の伝統文化に直に触れ
体験できる環境が存在している。にもかかわら
ず,華人のなかには子女を中文学校に通わせず
に中国または台湾に送り返し,直接本国の学校
に入れて漢語と中国文化を学習させる父母がい
る。また,華人子女自身も大学または大学院に
入学後,漢語学習の場として中国本土 。台湾・
香港への帰国留学または進学を希望する者が少
なくない。従来,中国では海外華僑と深いつな
がりのある華僑大学,呼南大学,原門大学,集
美中国語言文化学校などごく一部の学校のみが
海外華人の帰国留学を受け入れていたが,改
革 。開放が進むなかで広く一般大学でも漢語研
修コースなどを設置し,華入学生 (合台湾・香
港等の生徒)のみならず外国人留学生をも受け
入れるようになった。また,台湾ではこれまで
主として「國立皇湾師範大學國語教學中心」,「中
華語文研習所」,「國語日報語文中心」,「美國史丹
佛聯合語文中心」等で集中的に外国人学生およ
び華入学生に対し「台湾国語」の漢語教育を行っ
てきた。
UCLAの海外留学プログラムでは,主として
外国語の会話力と聴解力の向上および外国事情
の理解を目的に,海外諸大学への留学制度を設
けている。それを受けて,漢語教育プログラム
では,中国語圏諸国 。地域および漢語 。中国文
化に関心のある学生に対し中国・台湾などへの
語学留学プログラムを用意している。これは
UCLA独自の海外留学プログラムであり,中国
各地の大学 と協定関係 を結んでいる。また
UCLAスタッフが一名中国に常駐しており,随
時留学生の現地相談にあたる教育体制をとって
いる。
③ HSKに対する米国の評価
検定試験は,学習面では学習状況をチェック
し,成績を評価し, また教育面では教育効果を
評定し,問題を発見し,さらに教育法の改善を
促進させる重要な手段の一つである。学習者と
教師の積極性を引き出すことができるため,漢
語の学習・教育向上のバロメーターの一つとし
て,`中国の トー フル'とも言われるHSK(漢語
レベル検定試験)が米国でも広く利用されてき
た。
北京語言文化大学の漢語水準試験センターに
よって開発されたHSKテストは,漢語を母語
としない者 (合外国人,華僑,中国少数民族)
の漢語レベルを測定するために制定された一種
の標準化国家試験である。HSKテストは現在,
「HSK(基礎)」。「HSK(初。中等)」 と「HSK
(高等)」の3種に分かれ,例年中国と海外で定
期的に行われている。レベル到達の証明として
発行される「漢語水準証書」は,中国の大学入
学や大学院受験に必要な漢語能力を有する証
明,或いは漢語水準が一定のレベルに到達し相
応のレベルの漢語カリキュラムの修得免除の
証, さらには漢語の人材登用の際の依拠として
役立てられる。
米国では従来より4種の漢語能カテストが実
施されてきた。即ち,初級漢語能力試験 (Pre‐
CPT),漢語能力試験 (CPT),漢語口語試験
(CST)および米国大学理事会推進の漢言蕎吾音
試験(SATⅡ Chinese)であり,このうちSATⅡ
Chineseは今や米国の大学の入学試験の一部と
して正式に認められている。以上の4種の漢語
試験に比べ従来のHSKテストはレベル的に高
く,米国の大学漢語プログラムで2年以上学習
した学生に相当するレベルの者が主な対象で
あった。93年秋にUCLA,UCBおよびエール
大学で第一回の試験が行われて以来,毎年実施
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されているが,その実施に先駆けて93年春に,
サンフランシスコの漢語言語研究センターでは
中国の委託を受け, 8大学 1高校で試験的に
HSKテス トが実施 された。8大学 とはUC
バークレー校,UCロサンゼルス校,UCデービ
ス校,UCアルバイン校,スタンフォード大学,
ウィズリアン・カレッジ,オレゴン大学,カリ
フォルニア州立大学ボーグリン校, また高校と
はサンフランシスコのロヴィール高校であり,
受験者総数は計 174名であった。試験成績は
UCBとUCLAが最優秀で受験者の平均総合
得点は漢語7級に達しており,これは「中国対
外漢語教学」プログラムの三年次の学生レベル
よりやや高く,その教育水準は言わば中国最高
の対外漢語教学センターに匹敵するとされる。
ロヴィー ル高校の生徒の成績も高く,総合平均
点は漢語4級のレベルであった。HSKテスト
の試験項目は4つに分かれるが,項日別に見る
と,大学 。高校を問わず,文法に関する成績は
総じて高く,空自補充の成績がイ氏い。とりわけ
漢字の穴埋め問題は失点が最も多く,米国の漢
語学習者にとってやはり漢字学習が最も弱いこ
とが明らかになった。
米国の大学教員の間からはHSKテストには
改善の余地があることもオ計商されている。例え
ば,非言語能力的要素をいかに減らし,異なる
バックグラウンドをもつ学生の言語能力を公平
に測定するか,また試験問題が簡体字のみで繁
体字がないことなどの問題も挙げられている。
しかし米国では,HSKテストの信頼性。有効性
は教育関係者の間で依然高い評価を得ており,
中国のこの種の漢語能力認定試験が米国の漢語
教育の改善と教材の改良を促進するものと期待
されている。米国では現在,HSKテストの成績
証明書は漢語のレベル測定,奨学金の申請およ
び中国関係の求職などに役立てられ,利用され
ている。
六 お わ りに
昨今の漢語教育の特徴をみると,90年代の中
国フィーバーによって引き起こされた漢語学習
熟は過去のものと比べ非常に多様であり,漢語
教育はその規模,内容,質のいずれの面におい
ても目覚ましい発展を遂げてきた。米国におい
ても,中文学校,高校,大学を問わず,漢語ク
ラス開設の学校数および生徒数がともに急増し
た。1990年における大学の漢語履修登録学生数
は19490人であったが,95年には26471人に
達した。これは35.8%増で,漢語が米国の大学
の 12の外国語のなかで履修者数が最も激増し
た言語にまで成長した。また,1990年の米国の
高校の漢語学習者は76人のみであったのに対
し,96年には9023人にまで急増している。各種
学校については現在 700校を越える中文学校
があり,そこでは10万人近 くもの華人子弟が
漢語を学んでいるが,漢語関係のその他の語学
スクール,社会人講座,企業および団体の開設
クラス,私塾などに至ってはその正確な数字は
把握されていない。
また,ラジオ・テレビ・雑誌などのメディア
も近年,漢語教育の番組や欄を次々に開設し,
これらを利用した漢語学習はますます広範に
なっている。教育内容も次第に多彩になり,従
来の漢語の能力や知識の習得以外に,中国の歴
史文化,ビジネス漢語および観光ガイドの漢語
プログラムなども用意されるようになった。さ
らには商業用の漢語方言,武術,鍼灸,書道ク
ラスなどを開設しているところもある。
以上のような漢語学習熱の高まりは,中国自
身によって推進されてきた改革 。開放政策がそ
の直接の引き金になっている。中国国内の新た
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な情勢に呼応して,米国産業界の中国本土・台
湾地域など中国語圏市場への参入も活発化し,
ビジネスチャンスが拡大するに至った。そして,
このような情勢変化が米国の漢語学習者の急増
を促し, とりわけ華人の漢語学習熱を促進して
いるのである。
教育熱心な幸人父母は子供を中文学校に通わ
せ,学校が漢語と中国の伝統文化を授けてくれ
ることを切実に望んでいる。従来の中文学校は
台湾出身者の創設にかかるところが多く,台湾
の教科書,注音符号,繁体字を用いた漢語教育
を行ってきた。しかし近年,中国本土から来た
新勢力の急成長により,カリフォルニアにおい
ても中国の教材, ピンイン,簡体字を用いる中
文学校の数が急増している。台湾政府も昨年よ
り,注音符号に替えてピンインを採用する方針
を打ち出し,現在米国のほとんどの高校や大学
ではすでにピンインを用いており,全体として
ピンインや簡体字に切り替えるべきだという意
見がますます強くなっている。大学での漢語履
修者は激増しており,教材の開発,教師の育成
などが急務であり,重要な課題となっている。
カリフォルニアには100万人以上,ロサンゼ
ルスで40万人以上もの華人が居住し,各地の
巨大なチャイナタウンなどには中国文化が温れ
ている。漢語学習者にとって,加州の大都市の
華人集住地区は圧倒的に恵まれた学習と実践の
環境が存在する。
米国では中国本土出身華人の急速な増加によ
り,華入社会の様相が益々変わっていくことに
なろう。特に漢語学習について言えば, さまざ
まなレベルでの教育・学習において新たな情勢
に対応するべく調整と変革が行われていくこと
になろう。
最後に,筆者のカリフォルニア滞在中,終始
暖かい御助言 と多 くの関連資料を賜った
UCLA現代漢語プログラム責任者の王綺華氏,
ピッツバーグ大学 (東アジア言語文学科)名誉
教授の楊富森氏,UCSD中国学プログラムの査
暁剛氏,並びに全米中文学校連合会会長の許笑
濃氏に対し,ここに衷心より感謝の意を表した
い。
(庚辰春節)
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